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　千五沢ダム（福島県石川郡石川町、堤体積万
㎥の中央コア型アースダム）は、東北農政局
が年に完成させたかんがい専用ダムだ。ダム
の再開発事業は、年度に採択され、現在の洪
水吐きに治水機能を付加して既設洪水吐きを改築
する事業である。
　この事業で採用された洪水吐きは、４方向に展
開するラビリンス型となっている。洪水調節は、貯
水池内に上流からの河川水が大量に流入すると、
それぞれの常用洪水吐きから自然放流し、下流に
一定量を流下させ、ピーク流量をカットする方法
です。また、それ以上の洪水時には、四つの非常
用洪水吐き（総越流頂長約ｍ）を越流するま
での間ピークカットすることになり、洪水調節機
能を有することになる
　常用洪水吐きは、全体計画として幅．ｍ×高
さ．ｍ×４門を増設し、毎秒㎥の洪水調節が
可能となる。暫定計画として、建設当初は、３門
の運用で毎秒㎥に対応するもの。非常用洪水
吐きは、毎秒㎥に対応する計画。水位低下設
備として緊急時に備えたゲート、導水管施設も整
備し、全体の完成は年度の予定だ。
　工事を担当する清水・青木あすなろ・あおいＪ
Ｖの大下（おおしも）昌利所長によると「ダム堤
体内側に存在する陸地を活用し、構造物を建設す
る。そこへの進入道路として左岸側から施工用の
桟橋を仮設して工事にあたる。（ただし、運用中
のダム堤体への上載荷重をかけることはできない
ため、貯水池内での桟橋となっている）」という。
桟橋は年内に完成する予定で、その後、施工周囲
の上流仮締切の作業に移る。
　かんがい用ダムとして機能する現場であり、工
事はかんがい用水供給に影響を与えてはならな
い。河川内工事ということで、工事を進められるの
は月から３月までの非洪水期に限られている。
　「本体工事が冬季施工ということで、コンクリー
トの品質管理が通常期よりも慎重に取り組む必要
がある。安全管理についても同様。長期現場なの
で全員のモチベーションを高く維持し、確実な作
業を進めていく」と、大下所長は意気込みを語る。

諸元 ◇位置／福島県石川郡石川町大字母畑◇
型式／中央コア型アースダム◇堤高／

ｍ◇堤頂長／．ｍ◇堤体積／万，㎥◇工
期／年月６日～年３月日

着々と仮設工事が進む

再開発完成予想図

　我が国における社会経済活動の中枢である首都
圏を支える「八ッ場ダム」建設事業。大手ゼネコ
ンの清水建設を代表者とする異工種建設工事共同
企業体が、発破を用いた基礎掘削工事を精力的に
進めている。
　ダムが建設される利根川水系吾妻川の両岸は急
峻（きゅうしゅん）な地形。とりわけ右岸側では
「切り出し位置に重機のパイロット道路を整備し
なければならず、掘削のやり方にも苦慮しまし
た」。厳しい条件の下、現場をマネジメントする
力雅人所長（清水建設）はこう語る。
　来年度からコンクリート打設が始まる。一つ一
つの施工管理が大切になる。力所長は「土台と
なる基礎岩盤の品質確保、岩着コンクリートの打
ち込み、岩盤の亀裂へのグラウチングなどは神経
を使うところです」と説明、万全の態勢で臨む考
えだ。
　総合評価方式による工事発注の際、ダム土工開
始から本体打設完了までの施工日数の短縮が求め
られた。従って「工程厳守が最大の目標になりま
す」（力所長）。堤体積が約万㎥ある当現場
では高速でコンクリートを打設する〝巡航ＲＣＤ
工法〟を採用する。骨材採取の原石山からダム堤
体までの距離が約㎞に及び、骨材輸送の管理・
メンテナンスも今後の重要な課題のようで、力
所長は「様々な検討を重ねながら、適切な骨材輸
送ベルコンを設置していきます」と意欲を見せる。
　ダム工事は掘削、型枠、鉄筋、コンクリート打
設、トンネル、グラウチング、法面、ダム用仮設
備などといった様々な工種のある土木工事の〝集
大成〟で、土木技術者として力を付けるには最良
の仕事と言えよう。「自分で考え、計画し、わか
らなければベテランの職員からアドバイスを受け
て自分のモノにしていく、これが〝技術の伝承〟
です。当現場でより多くの経験を積んでもらいた
いです」。力所長は苦労を共にするスタッフに
エールを送る。

完成イメージ

ダムサイト全景（下流から上流を望む）

諸元 ◇位置／群馬県吾妻郡長野原町大字川原
畑字八ッ場、大字川原湯字金花山◇型式

／重力式コンクリートダム◇堤高／．ｍ◇堤
頂長／．ｍ◇堤体積／約万，㎥◇工期／
年８月日～年月１日

諸元 ◇位置／高松市塩江町安原上東◇型式／
重力式コンクリートダム◇堤高／．ｍ

◇堤頂長／．ｍ◇堤体積／約万㎥◇工
期／年月日～年９月日
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　椛川ダムが建設される香東川は、香川県三木町
の高仙山から、途中椛川や内場川などを合流し、
高松市市街地西部を流下して瀬戸内海に注ぐ延長
約㎞、流域面積約の香川県を代表する２
級河川。
　流域では、年の大洪水をはじめ、台風などに
よる洪水被害が度々発生。洪水対策として内場ダ
ムの建設や河道整備などが行われてきたが、流域

の市街化進展に伴い、洪水が発生すると被害が甚
大となることが予想され、抜本的な治水対策が求
められている。
　一方、渇水の被害にも見舞われている。瀬戸内
式気候で年間を通じて降水量が極端に少なく、早
明浦ダムから導水する香川用水が整備されるなど
対策が講じられているが、年の大渇水では高松
市の水道は１カ月にわたり１日時間の断水が続
き、市民生活に大きな影響が出た。その後も深刻
な水不足が発生し、新たな水源の確保が重要な課
題となっていた。
　このような治水と利水の対策として計画された
のが椛川ダムである。計画では洪水時にダムに流
れ込む計画最大流量毎秒㎥のうち㎥を溜め
る洪水調節と高松市へ新たに１日最大㎥の水
道水の供給、流水の正常な機能の維持、異常渇水
時にも河川が正常に機能できる流量を確保するた
め総量約万㎥の緊急水の補給を行うことを目
的とする多目的ダム。
　事業は～年度に予備調査を行い、年度に
実施計画調査を開始、年度に建設事業に着手し
た。工事は年９月に工事用道路に、年１月に
付け替え道路に着工。本体建設工事は大成建設・
飛島建設・村上組の施工で年３月に安全祈願
祭を行い本格的に着手した。現在は転流工もほぼ
完了し、本体コンクリート打設に向けて準備工事
等を進めている。
　ダムサイトの地質は和泉層群に属する砂岩・頁
岩互層で、特に頁岩層は風化して細粒化・軟質化
する恐れのある岩質の特徴を持つ。浜田所長は
「堤敷内基礎岩盤および堤敷外永久法面の安定性
や風化防止に十分配慮し、早期の法面保護工を実
施していく」との施工方針で工事に臨む。ダムコ
ンクリート用骨材は砕石業者から分級別製品骨材
として全量を購入する計画のため、骨材品質の均
一性と安定的供給体制を確立し進めてく方針だ。
　ダムサイトから近くを走る幹線道路の国道
号までの椛川左右岸の沿線は民家が点在する閑静
な地域。また、ダム直下流には宿泊施設があり、
紅葉シーズンをはじめ１年を通して多くの日帰り
・宿泊客が利用している。「工事区域からの騒音
や振動、粉塵等による生活環境への影響低減や交
通安全対策は最重要課題として工事を進めてい
く」と浜田所長は気を引き締める。
　県内では最も高い堤高となるダムの完成は年
９月で、同年度の運用開始を予定している。

　大阪府が茨木市で建設を進める「安威川ダム」
本体工事は現在、基礎掘削が本格化している。大
林組・前田建設・奥村組・日本国土開発ＪＶ（羽
田武司所長）は市街地に近い現場条件を踏まえ
「都市土木と同様の周辺に配慮した施工」を推進。
同時に効率性と改正品確法の趣旨を実現するた
め、ＩＣＴ（情報・通信技術）を活用した情報化
施工を展開している。
　基礎掘削は９月に安威川の水を仮排水路トンネ
ルへ転流後に本格化。ダム堤体の基盤岩が露出す
るまで進める。掘削量は万～万㎥を見込む。
工事の進ちょく率は月末で約％。
　同ＪＶでは最先端の情報化施工を積極的に導入
している。ドローンを活用し、現場を空撮して施
工状況を把握。撮影データを３次元データに変換
し、３次元ＣＡＤツールで図面化する。必要な断
面データを容易に取り出せるので、掘削土量も正
確に管理できる。また、来年後半以降に始まる堤
体の盛り立て作業開始に向け、砕石場から現場ま
で盛り立て用ロック材を運ぶｔダンプの管理に
はスマートホンも使用している。情報化施工で全
体的な省人化にも貢献できている。
　若手職員の育成にも注力。ＪＶ各社の入社２年
目以降の社員は、ダム建設現場の運営を日常の業
務から学ぶ。羽田所長は「イマジネーションとシ
ミュレーションができないと、仕事を適切に進め
られない」と強調。「技術者が現場を大切にする
と、いいもの、あたたかいものができる」とエー
ルを送り「彼らが各社のエースに育って欲しい」
と願う。
　土木学会関西支部の取り組みにも協力。行政・
コンサルタント・ゼネコンへの就職活動を控えた
土木系大学生人を８月下旬に受け入れ、ダム現
場の仕事を体験してもらった。「ものづくりが改
めて好きになったとの反応があり、今後も協力し
たい」と語っていた。

大林組・前田建設・
奥村組・日本国土開発

諸元 ◇位置／大阪府茨木市生保、大門寺、安
威◇形式／中央コア型ロックフィルダム

◇堤高／．ｍ◇堤頂長／．ｍ◇堤体積／約
万㎥◇工期／年３月日～年７月９日

堤体右岸掘削

堤体左岸掘削


